

















量添加し 4℃で 35日間あるいは室温で 12 か月間保存しその間の薬物濃度の変動を検査し
た。
固定組織中および保存液中の薬物分析：肝と腎を小片に分割し個別にポリチューブ内で










ランは期間中一定の傾向を示さなかった。室温ではいずれの薬物も 3 か月または 12 か月
後まで検出された。メタンフェタミン濃度は 12 か月間安定だった。14 日後に N-メチルメ














が、保存液 pH が酸性側であることに関連すると考えられた。MDMA の顕著な減少が保存液
中でのメチル化によるものであれば保存温度が影響していると考えられた。
肝と腎ではそれぞれの薬物レベルに異なる傾向が見られた。保存液中の薬物濃度が組織
中より高値を示す時期があることから保存液も重要な分析試料となり得ると考えられた。
S-酸化物はホルマリン保存期間の途中から肝のみに検出され、保存過程で薬物が分解し
たためと考えられた。薬物が検出されない場合にこれらの分解物が、生前の薬物摂取や曝
露を反映する重要な分析対象となり得ると考えらえた。
【結論】
ホルマリン液および固定組織での分析法を確立した。ホルマリン固定組織の薬物分析で
は、種々の臓器組織とその保存液について複数の保存時期での分解物を含めた薬物分析が
行われることが重要と考えられた。
